
学

米をよく知り、まちの

習

歴史や文化を次代に継

の

承するために、東久留

推

米に関する資料の収集

進

・保存を進める
充実

。

上

・文化財担当と連携を

位

図り、歴史的公文書の

政

保存方法などを研究す

策

る。
・図書館ボランテ

0

ィアや生涯学習の成果

5

を活用する機会を設け

子

、市民が活動する図書

ど

館運営を進め、市民の

も

交流と学び、
文化拠点

の

として整備する。
・家

未

庭、地域、学校などと

来

連携を図り、子供たち

と

の読書活動を推進する

文

。

・郷土の歴史や文化

化

に関する市民の理解を

を

深めてもらうため、市

は

民が必要とする情報を

ぐ

わかりやすく提供する

く

仕組みづく
13-03

む

りを推進するとともに

ま

、わくわく健康プラザ

ち

内の郷土資料室をはじ

施

めとする文化財施設の

策

充実に努め、文化財の

統

調査・研

文化財の保護

括

・活 究、保護と活用を

課

進める。
・貴重な歴史

生

的資料の散逸を防ぐた

涯

め、研究成果をまとめ

学

た文化財調査報告書な

習

どを継続的に発行する

課

とともに、こうし
用

た

施

資料の整理、保管、活

策

用を図る。
・郷土資料

統

室に寄贈された約62

括

0箱の昆虫標本の活用

課

他、企画事業等におい

長

て最新の調査・研究成

名

果を発信できるよう努

板

める。
・無形民俗文化

倉

財の継承のため、各継

　

承団体との連携や市民

正

へのPRなどの支援に

弥

努める。
・市民による

関

文化財ボランティアな

連

どの養成を推進する。

課

・図書館と連携を図り

企

、歴史的公文書の保存

画

方法などを研究する。

調整課、障害福祉課、生涯学習課、図書館

関連する 東久留米市教育振興基本計画、第二次東久留米市子ども読書活動推進計画

個別計画等

放課後子供教室推進事業の実施、図書館サービス・運営方法の見直し
予定計画事業

・だれもが生涯を通じて主体的に学び、スポーツや文化・芸術に親しみ、日常生活に

平

おいて、ゆとりや豊か

成

さを実感でき
施策に対

3

する
るよう、生涯学習

1

活動の充実に努める。

年

基本的な考え方
・市民

度

の生涯学習活動を支え

施

るさまざまな資料や情

策

報の蓄積に努めるとと

評

もに、高度化、多様化

価

する利用者ニーズに的

表

確
（第4次長期

に対応

(

し、学習の成果を地域

平

活動で生かせる環境や

成

交流の機会の充実を図

3

る。
総合計画より）

基

0

本事業名（1～3） 第

年

4次長期総合計画にお

度

ける方向性
・市民一人

振

ひとりが、豊かな人生

り

を送り、生涯を通じて

返

いつでも主体的に学び

り

続けられるよう、生涯

)

学習センターが中心
1

１

3-01 的・総合的な

　

機能を果たすとともに

施

、学校、教育、地域、

策

団体及び行政が一体と

の

なって生涯学習の振興

概

に努める。

生涯学習活

要

動の充 ・市民がいつで

（

も、どこでも学習機会

第

を持てるように、指導

4

者養成や「（仮称）生

次

涯学習ボランティア」

長

の登録事業など
の実施

期

について検討を進める

総

。
実

・広く市民の学び

合

の成果を地域活動に活

計

かせる仕組みや地域課

画

題を自ら、または市と

（

協働して解決するため

後

の取り組みと
して、市

期

民大学事業の拡充に努

：

めるとともに、受講生

平

（卒業生）たちによる

成

自立した地域活動が生

2

まれるよう支援する。

8

・小学校の特別教室な

年

どを活用した放課後子

度

供教室について、モデ

～

ル実施の状況を見なが

令

ら、実施校の拡大や活

和

動内容の
充実に向け検

2

討を進める。

・図書館

年

は「地域を支える図書

度

館」を基本理念とし、

）

まちの情報拠点として

に

、市民の生活や学習に

掲

必要な資料・情報を提

げ

13-02 供し、地域

る

の発展に役立つ活動を

事

行う。また、蔵書の質

項

の向上と、時代の変化

）

に合わせた多様な資料

施

を備えて、市民の課

図

策

書館サービスの 題解決

名

に資する生涯学習の拠

1

点として機能の充実を

3

図るとともにレファレ

生

ンスサービスの充実を

涯

図る。
・市民が東久留



4次長期総合計画における方向性
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催への機運を高めるための事業をさまざまな機会を通じて展開し

13-04 ていく。

市民スポーツの振 ・スポーツを通じた健康づくりの情報提供を行うとともに、各種教室やイベントの開催、指導者育成への支援を通じて、
個々のライフスタイルに応じた市民のスポーツ活動への参加を促進する。

興
・より多くの市民が気軽に安心してスポーツを楽しむことができるよう、スポーツ施設や学校体育施設の利用形態の見直
しや改善を図り、市民の満足度と効率性の高い施設運営を推進する。
・障害者の方にもスポーツに参加していただけるような種目の検討や、障害者スポーツ指導員の育成に努める。

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

生涯学習センター利用者数
1 人 132,579 133,563 136

１

,242

図書館資料・

　

情報の提供数（総貸出

施

点数）
2 点 848,0

策

50 842,103 8

の

23,232

郷土資料

概

室利用者数
3 人 3,2

要

30 3,101 2,1

（

66

スポーツセンター

第

及び体育施設利用者数

4

4 人 652,420 6

次

29,339 648,

長

684

5

３　施策内事

期

務事業数と施策のコス

総

ト

項目 単位 平成28年

合

度 平成29年度 平成3

計

0年度

本施策を構成す

画

る事務事業数 本 45 3

（

7 38

トータルコスト

後

千円 794,936 8

期

41,859 990,

：

569

事業費（内書き

平

） 千円 649,978

成

696,688 855

2

,098

人件費（内書

8

き） 千円 144,95

年

8 145,171 13

度

5,471

～令和2年度）に掲げる事項）

基本事業名（4～5） 第



活

ていく。
関する資料の

動

収集・整理・保存を今

団

後も継続していく。 ・

体

中央図書館の大規模改

と

修工事の実施や、指定

つ

管理者の選定、市の運

で

営体制整
・市民の情報

も

拠点として図書館が機

主

能するためには、多様

体

備など、新たな図書館

的

運営に向けた準備を進

に

めていく。
化する市民

学

ニーズに応え、多様な

び

人々がサービスを享受

続

で
きるよう、蔵書を充

け

実させるとともに、老

ら

朽化した施設の
2 改修

れ

に伴い、ユニバーサル

る

デザインの考え方に基

よ

づく環境
整備が必要で

４

う

ある。

・市民に郷土の

、

歴史や文化に関する理

指

解を深めてもらうた ・

定

今後も市文化財保護審

管

議会等専門機関と連携

理

を取りながら、継続し

者

て文化財
め、市民が必

制

要とする情報をわかり

度

やすく提供する仕組み

を

の適切な保護と活用を

　

導

図るとともに、貴重な

市

歴史資料の調査・研究

の

、整理・保
づくりを推

協

進し、郷土資料室の充

働

実に努めるとともに文

の

化 管を推進していく。

促

また、郷土資料室の充

進

実に努め、寄贈された

、

昆虫標本等を
財の調査

地

・研究、保護と活用を

基

域

進めている。また、貴

の

重な 活用するなど、企

教

画事業についても最新

育

の調査・研究成果を発

力

信できるよう進
歴史資

の

料の散逸を防ぐため、

向

研究成果をまとめた出

上

版物を めていく。
作成

、

し、資料の整理、保管

子

、活用を図っている。

本

ど

・文化財を一か所に集

も

中して保管する施設が

の

なく市内の施
設に分散

体

して保管しており、各

験

施設の老朽化も進んで

型

いる
ため、増加する文

事

化財資料の保管場所も

業

含め、新たな集中
保管

の

施設の確保が課題とな

推

っている。

3

事

進などを図る
入した生

業

涯学習センターが中心

に

的・総合的な機能を果

つ

たし 。
ている。また、

い

市民生活や地域の課題

て

に対応できる学習の ・

（

学びの成果を地域活動

1

に生かせる仕組みや地

～

域課題を自ら、または

3

市と協働
場として、地

）

域の人材等を講師とす

現

る講座「市民大学」等

状

して解決するための取

と

り組みとして、市民大

課

学事業を引き続き実施

題

する。
を通じて、学習

令

と成果活用の両面の期

和

待に応えた生涯学習 ・

2

新たな指定管理者のも

年

と、民間事業者ならで

度

はのノウハウを生かし

に

た企画を
の機会を提供

向

しているが、日頃から

け

(週に1回以上)生涯

た

学 行う一方、生涯学習

方

センターの大規模改修

向

を進め、老朽化対応と

性

施設機能の改
習活動を

・

行っている市民の割合

市

は23.0％、市の事

民

業により 善を図ってい

一

く。
新たに生涯学習を

人

始めた市民は9.8％

ひ

にとどまっている。(

と

・放課後子供教室につ

り

いては、令和2年度以

が

降も市内全小学校での

、

実施に向け
数値は平成

豊

31年度施策成果等ア

か

ンケートより引用) 検

な

討しながら、順次拡大

人

していく予定である。

生

・平成27年度2学期

を

より3校で開始した「

送

放課後子供教室推
1 進

り

事業」は平成29年度

、

に3校、平成30年度

生

に1校増え、全13
校

涯

中7校で実施している

を

。

・教育委員会は平成

通

29年1月に「今後の

じ

東久留米市立図書 ・市

て

民の生活や学習に必要

い

な情報提供や市行政へ

・

の調査支援の必要性が

市

高まっ
館の運営方針」

民

を決定した。令和3年

の

度からの新たな図書 て

生

おり、引き続き、情報

涯

提供事業の充実を図る

学

。
館運営に向け、その

習

準備期間において、中

活

央図書館の指定 ・多様

動

な利用者に対する図書

の

館サービスを充実させ

一

るため、蔵書の充実と

層

とも
管理者による管理

の

及び市が行う図書館運

推

営や直営事業体制 に、

進

ICTの活用等、環境

、

整備を推進していく。

地

の検討を行うとともに

域

、目指す図書館像の具

の

体化を進めて ・まちの

課

歴史や文化を次代に継

題

承するため、地域資料

解

や行政資料を網羅的に

決

収
いく必要がある。 集

に

し、整理、保存すると

向

ともに、地域資料に関

け

する事業や展示を継続

た

して行っ
・まちの歴史

市

や文化を次代に継承す

民

るため、東久留米市に



活

会を通じて展開してい

用

く。

６　令和2年度の

し

施策の位置づけ 重点施

て

策

、各種教室やイベントの開催
トの開催などを通じて、限られた施設での個々のライフス に向け努めていく。
タイルに応じた市民のスポーツ活動への参加を促進してい ・民間のノウハウを生かした施設の運営管理や、上の原に整備される屋外運動
る。 施設も活用し、市民のスポーツ活動への参加を促進して

４

いく。
・日常的なスポ

　

ーツ活動について、「

基

ほぼ毎日行っている ・

本

2020年東京オリン

事

ピック・パラリンピッ

業

ク競技大会の機運醸成

に

を図るととも
」、「週

つ

数回程度行っている」

い

、「月数回程度行って

て

いる に、大会を契機に

（

市内のスポーツ振興を

4

より加速させる。
」を

～

合わせると60.0％

5

に上るものの、スポー

）

ツをする習慣 ・経年劣

現

化等による施設修繕が

状

必要な箇所が年々増加

と

し、修繕費用も増加し

課

て
が「ある人」と「な

題

い人」の二極化が生じ

令

ている。(数値 きてい

和

るため、一層の計画的

2

な施設管理を行う。
は

年

平成31年度施策成果

度

等アンケートより引用

に

)
・市民が気軽にスポ

向

ーツを行うためには、

け

施設や環境が整
えられ

た

ていることが必要であ

方

るが、「市内で気軽に

向

スポー
4 ツができる場

性

がない」と感じている

・

市民は、50.5％と

ス

なっ
ている。(数値は

ポ

平成31年度施策成果

ー

等アンケートより引
用

ツ

)
・2020年東京オ

を

リンピック・パラリン

通

ピック競技大会へ向
け

じ

て、機運醸成事業を実

た

施していく必要がある

健

。

5

５　令和2年度に

康

向けた施策方針

・生涯

づ

にわたる学習活動の充

く

実のため、学習・交流

り

の機会の提供と環境整

の

備を進める。

・地域教

た

育力の再構築と地域課

め

題の解決のため、子ど

の

もの体験型事業や、市

各

民大学事業を推進する

種

とともに、放課後子供

教

教室事

業の拡充に努め

室

る。

・図書館における

や

資料、情報提供の充実

イ

を図るとともに、市の

ベ

歴史的資料等の保存に

ン

努めていく。また、中

・

央図書館の大規模改

修

今

工事の実施や指定管理

後

者の選定など、新たな

も

図書館運営に向けた準

、

備を進めていく。

・文

市

化財の調査と保護を推

長

進するとともに、文化

会

財の活用と確実な伝承

や

・継承を推進していく

東

。

・市民スポーツの振

京

興のため、スポーツ事

都

業の充実及びスポーツ

等

環境の整備を推進して

の

いく。

・2020年東

助

京オリンピック・パラ

成

リンピック競技大会へ

金

の機運を高めるための

を

事業を、さまざまな機


